
中間前金払と部分払の選択について 

 

 

 請負代金額 1,000 万円以上の工事については、落札者となった場合に、中間

前金払と部分払のいずれか希望する者を契約締結時に選択していただくことに

なります。 

 

入札前に･･･ 

 落札者となった場合に、中間前金払と部分払のいずれを選択するか、あらか

じめ検討をお願いします。たとえば部分払を選択した場合には、中間前金払の

請求はできません。その逆も同じです。 

 なお、いったん選択した後の変更は、認められませんので注意してください。 

 

落札者になったら･･･ 

 落札者には、中間前金払と部分払のいずれかを選択する用紙（閲覧確認デー

タ内にあります。）に必要事項を記載の上、契約保証とともに入札担当者に提出

してください。 

 

【中間前金払制度】 

 前金払の支払を受けた後、次の要件を充足した場合、保証事業会社と中間前

金払に関し保証契約を締結し、請負代金額の 10 分の２の範囲内で追加の前金払

を受けることができる制度です。 

 ①工期の２分の１を経過していること。 

 ②工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされてい

る当該工事に係る作業が行われていること。 

 ③既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負代金額の２分の１以

上の額に相当するものであること。 


